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平成12年

4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

介
護
保
険
制
度

　

高齢者の介護を社会全I体

　

昨
年
十
二
月
、
介
護
保
険
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
新

し
く
始
ま
る
制
度
は
、
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で

支
え
て
い
く
も
の
で
す
。
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
高
齢
者
の
介
護
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
急
激
な
高
齢
化
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
介
護
の
問
題

が
老
後
の
最
大
の
不
安
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
も
平
成
十
年
四
月
一
日

現
在
の
高
齢
化
率
は
二
I
・
九
％

で
、
市
民
の
四
・
六
人
に
一
人
が

六
十
五
歳
以
上
で
あ
り
、
今
後
ま

す
ま
す
高
齢
化
は
進
み
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
自

分
の
残
さ
れ
た
能
力
を
生
か
し
て

で
き
る
限
り
自
立
し
、
尊
厳
を
持

っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
国
民
共
通
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
少
子
化
や

核
家
族
化
、
女
性
の
社
会
進
出
な

ど
に
よ
り
、
家
族
だ
け
で
介
護
を

行
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
社
会
保
険

方
式
に
よ
り
、
介
護
を
社
会
全
体

で
支
え
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重

し
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
つ
く

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

制
度
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

⑩
制
度
の
運
営
は

大
野
市
が
行
い
ま
す
。

⑩
い
つ
か
ら
始
ま
る
の

　

平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

＠
保
険
の
加
入
者
は

　

保
険
に
加
入
す
る
の
は
、
四
十

歳
以
上
の
人
で
す
。

　

六
十
五
歳
以
上
の
人
（
第
一
号

被
保
険
者
と
い
い
ま
す
）
と
、
四

十
歳
以
上
か
ら
六
十
五
歳
未
満
で

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

（
第
二
号
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
）

が
対
象
で
す
。

Q

ど
ん
な
と
き
に
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
の

　

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
に
な
っ
た

ら
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

受けられるサービスの内容

ま：　

要介護者

　　　　　　　　£ar＝

．訪問介護（ホームヘルプ）

●訪問入浴

●訪問看護

●訪問リハビリテーション

●日帰りリハビリテーション（デイケア）

●居宅療養管理指導　　

（医師・歯科医師による訪問診療など）

●日帰り介護（デイサービス）

●短期入所生活介護（ショートステイ）

●短期入所療養介護（ショートステイ）

●痴ほう対応型共同生活介護　　

（痴ほう性老人のグループホーム）

●有料老人ホームなどにおける介護

●福祉用具の貸与・購入費の支給

●住宅改修費の支給（手すり、段差の解消など）

　　　　　　皿，

●介護老人福祉施設　

（特別養護老人ホーム）

●介護老人保健施設　

（＝老人保健施設）

●介護療養型医療施設　

・療養型病床群　

・老人性痴ほう疾患療養病棟　

・介護力強化病院（施行後3年間）

要支援者 ●同上（痴ほう性老人のグループホームを除く） ●要支援者は施設入所はできません



・
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、
寝
た

　

き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
で
常
に
介

　

護
を
必
要
と
す
る
状
態
（
要
介

　

護
状
態
）
に
な
っ
た
り
、
常
時

　

介
護
ま
で
は
必
要
無
い
が
家
事

　

や
身
支
度
な
ど
日
常
生
活
に
支

　

援
が
必
要
な
状
態
（
要
支
援
状

　

態
）
に
な
っ
た
と
き
、
サ
ー
ビ

　

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。

・
六
十
五
歳
未
満
の
人
は
、
初
老

　

期
痴
ほ
う
や
脳
血
管
障
害
な
ど

　

老
化
に
伴
う
病
気
に
よ
っ
て
介

　

護
な
ど
が
必
要
に
な
っ
た
と

　

き
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

⑩
…
…

　

前
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ
う
な
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

⑩

　

市
役
所
に
、
要
介
護
認
定
を
申

請
し
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
、
ま
た
は
、
要
支

援
状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
れ

に
介
護
の
必
要
度
（
要
介
護
度
）

を
判
定
し
て
も
ら
う
た
め
、
市
役

所
に
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
る
と
、
申
請
日
以
降

に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

要
介
護
認
定
の
申
請
受
け
付
叫

は
、
平
成
十
一
年
十
月
か
ら
始
ホ

り
ま
す
。
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保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
て
決

ま
り
ま
す
。

・
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
年
金

　

額
が
一
定
額
以
上
の
人
は
年
金

　

か
ら
天
引
き
さ
れ
、
一
定
額
未

　

満
の
人
は
個
別
に
市
に
納
め
ま

　

す
。

・
六
十
五
歳
未
満
の
人
は
、
医
療

　

保
険
料
と
一
括
し
て
納
め
ま

　

す
。

⑩

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
場
合
、
利
用
者
は
、
掛
か
っ

た
費
用
の
一
割
を
負
担
し
ま
す
。

　

ま
た
施
設
に
入
所
す
る
場
合
、

食
費
は
医
療
保
険
と
同
様
の
利
用

者
負
担
が
掛
か
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
が
円

滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
「
大
野

市
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
策
定

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

認
定
業
務
の
試
行
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
市
役
所
高
齢
者
福
祉

室
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7

2
）
ま
で
。

●要介護認定とサービスの利用方法●



振
り
返
つ
て
み
ま
ら
た

個

大
野
市
こ
の
一
年

①
中
部
縦
貫
道
大
野
一
C

　

概
要
図
を
公
表

②
北
大
野
駅
に
快
速
列
車

　

が
停
車

③
大
野
市
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン

　

を
答
申

④
大
野
市
情
報
公
開
条
例
を

　

施
行

⑥
F
M
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を

　

運
用
開
始

⑥
東
縦
貫
線
な
ど
が
都
市

　

計
画
決
定
さ
れ
る

⑦
天
谷
氏
が
市
長
に
再
選

⑧
大
野
明
倫
館
が
開
校

1
月

2
6
日
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
初
会
合
町
n
中
部
縦

貫
自
動
車
道
大
野
I
C
概
要
図
を
公
表

2
月

2
日
大
野
地
区
防
犯
隊
連
合

会
防
毒
マ
ス
ク
を
購
入
1
2

日
中
国
遼
寧
省
遼
陽
市
首
脳
訪
日
団
来

市
1
4
日
斉
藤
一
郎
さ
ん
故
郷
で
初
タ

ク
ト
2
0
日
市
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
の

ふ
た
デ
ザ
イ
ン
決
定

3
月

8
日
広
域
営
農
組
織
ア
バ
ン

セ
乾
側
設
立
1
4
日
北
大
野

駅
に
快
速
停
車
2
0
日
市
エ
ン
ゼ
ル
プ

ラ
ン
答
申

4
月

1
日
情
報
公
開
条
例
施
行
、

8
公
民
館
の
休
館
日
変
更
、

携
帯
電
話
か
ら
の
1
1
9
番
受
信
シ
ス

テ
ム
開
始
8
日
J
R
北
大
野
駅
駐
車

場
増
設
1
0
日
F
M
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム

運
用
開
始
1
7
日
中
野
工
業
団
地
で
ジ

ェ
フ
テ
イ
と
ト
リ
ネ
ッ
ク
ス
操
業
開
始

2
1
日
東
縦
貫
線
な
ど
都
市
計
画
決
定

5
月

1
8
日
教
育
な
ん
で
も
相
談
1

1
0
番
直
通
テ
レ
カ
作
製

訓
一
日
奥
越
地
区
J
Λ
合
併
促
進
協
議
会

発
足
2
7
日
市
が
低
公
害
車
購
入

6
月

1
日
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
市

実
行
委
員
会
設
立
2
日
情

報
公
開
審
査
会
委
員
に
5
人
を
委
嘱

7
日
天
谷
氏
が
市
長
に
再
選
1
0
日
高

齢
者
ふ
れ
あ
い
教
室
モ
デ
ル
事
業
ス
タ

ー
ト
1
7
日
第
4
0
次
南
極
観
測
隊
員
に

前
川
公
男
さ
ん
参
加
決
定
2
7
日
大
野

明
倫
館
開
校
2
9
日
大
野
麦
酒
試
作
品

発
表
3
0
日
全
小
・
中
学
校
に
シ
ュ
レ

ッ
ダ
ー
設
置
完
了

7
月

1
2
日
参
議
院
選
挙
で
山
崎
氏

再
選
1
5
日
七
間
通
り
の
元

町
会
館
が
手
づ
く
り
郷
土
賞
受
賞
1
9

日
武
井
康
弘
さ
ん
全
日
本
ベ
ン
チ
プ
レ

ス
大
会
優
勝
・
世
界
大
会
へ
2
3
日
市

防
災
計
画
見
直
し
2
6
日
全
日
本
社
会

人
相
撲
福
井
大
会
2
7
日
全
中
学
校
ト

イ
レ
に
擬
音
装
置
設
置
完
了
、
国
道
1

5
7
新
丁
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
屋
外
広
告



的中者に記念品

応募は、はがきか投票用紙で

諺壮危言言ブ
ししし言し言，

⑨
七
間
通
り
の
元
町
会
館
が

　

手
づ
く
り
郷
土
賞
を
受
賞

⑩
大
野
市
地
域
防
災
計
画
を

　

見
直
し

⑨
イ
ト
ヨ
生
息
地
本
願
清
水

　

整
備
計
画
を
公
表

⑩
集
中
豪
雨
や
台
風
で
被
害

　

相
次
ぐ

⑨
大
野
市
下
水
処
理
セ
ン
タ

　

ー
を
起
工

⑩
大
野
市
健
康
保
養
施
設
を

　

起
工

⑥
越
前
大
野
感
性
は
が
き
展

　

を
開
催

⑩
う
ら
ら
館
が
落
成
・
オ
i

　

プ
ン

　

平
成
1
0
年
（
1
9
9
8
年
）
も

あ
と
わ
ず
か
で
す
。
今
年
も
市
内

外
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
大
野
市
の
主
な
出
来
事
を
、

市
政
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
ま

し
た
。

　

大
野
市
十
大
ニ
ュ
ー
ス
は
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
票
で
決
め
て

い
ま
す
。
写
真
の
1
6
項
目
か
ら
1
0

項
目
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

順
位
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

番
号
順
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

投
票
方
法
は
が
き
に
住
所
・
氏

　

名
・
年
齢
・
項
目
番
号
を
番
号

　

順
に
明
記
し
、
市
役
所
秘
書
広

　

報
課
広
報
広
聴
係
（
〒
9
1
2

　

1
8
6
6
6
天
神
町
I
－
I
）

　

ま
で
郵
送
。
ま
た
、
各
公
民
館

　

や
図
書
館
・
市
民
課
の
窓
口
な

　

ど
に
も
投
票
用
紙
と
投
票
箱
を

　

備
え
て
い
ま
す
。
当
紙
に
と
じ

　

込
ん
で
あ
る
ピ
ン
ク
色
お
知
ら

　

せ
版
の
下
部
の
用
紙
も
切
り
取

　

っ
て
使
え
ま
す

締
め
切
り
1
2
月
1
7
日
囚
（
当
日

　

の
消
印
有
効
）

発
表
今
月
下
旬
に
新
聞
な
ど
で

賞
品
1
0
項
目
的
中
者
に
は
、
記

　

念
品
を
進
呈
。
た
だ
し
、
的
中

　

者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で

　

1
0
人
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

物
規
制
強
化
3
1
日
三
石
町
越
前
踊
り

保
存
会
と
交
流

I
I
？
－
・
8
月

5
・
6
日
有
東
小
野
球
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
三
石
町
で
交
流

7
・
1
4
日
集
中
豪
雨
で
被
害
相
次
ぐ

2
0
日
市
都
市
景
観
条
例
制
定
準
備
委
員

会
初
会
合

9
月

1
日
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
生
息

地
整
備
計
画
公
表
、
全
中
学

校
に
心
の
教
室
設
置
2
日
平
成
大
野

屋
本
店
洋
館
（
旧
織
物
工
業
協
同
組
合

洋
館
）
な
ど
が
全
国
文
化
財
建
造
物
に

新
規
登
録
3
日
平
成
大
野
屋
は
ん
て

ん
作
製
2
2
日
台
風
7
号
直
撃
3
0
日

市
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
起
工
式

1
0
月
4
日
県
特
殊
教
育
振
興
大
会

6
日
市
健
康
保
養
施
設
起
工

式
8
日
大
野
消
防
団
第
5
分
団
全
国

大
会
出
場
、
下
庄
小
で
校
内
パ
ソ
コ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
用
開
始
1
1
日
越
前

大
野
感
性
は
が
き
展
表
彰
式
1
3
・
1
4

日
第
5
回
寺
町
サ
ミ
ッ
ト
2
4
・
2
5
日

酒
乃
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

1
1
月
1
日
工
事
設
計
・
予
定
価
格

公
表
を
試
行
1
9
日
市
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
初
会
合

2
0
日
う
ら
ら
館
落
成
w
日
中
部
縦
貫

自
動
車
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
6
日
東
縦

貫
線
く
い
打
ち
式
2
8
日
環
境
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

1
2
月
上
旬
全
小
・
中
学
校
に
ゴ
ミ

保
管
倉
庫
を
設
置
完
了
（
予

定
）
、
岐
阜
県
白
鳥
町
に
観
光
案
内
表

示
板
設
置
（
予
定
）
下
旬
市
営
住
宅

中
挾
団
地
2
号
棟
完
成
（
予
定
）



功
績
た
た
え
1
4
人
を
表
彰

　

市
政
や
教
育
・
文
化
、
福
祉
な

ど
の
活
動
に
携
わ
り
、
そ
の
充
実

と
発
展
に
貢
献
し
た
市
民
を
顕
彰

す
る
、
市
長
表
彰
者
が
決
ま
り
ま

し
た
。
今
年
は
、
各
分
野
か
ら
ｔ

四
人
の
功
労
者
が
選
ば
れ
、
文
化

の
日
の
十
一
月
三
日
、
市
役
所
大

会
議
室
で
晴
れ
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
自
治
振
興
功
労田中正守さん

（76歳・春日1T目）

　

行
政
連
絡
事
務
嘱
託
員
お
よ
び

区
長
と
し
て
、
十
五
年
余
り
区
長

会
並
び
に
末
端
行
政
お
よ
び
地
域

活
動
に
尽
力
、
地
方
自
治
の
振
興

に
寄
与
。

産
業
振
興
功
労

佐々木一夫さん

　

ぐ7n歳・ル‘汀）

　

下
庄
生
産
森
林
組
合
長
と
し
て

十
九
年
、
造
林
や
保
育
な
ど
の
森

林
育
成
に
尽
力
、
林
業
の
振
興
と

産
業
の
育
成
に
寄
与
。

宮田一也さん

　

（68歳・伏石）

　

大
野
建
設
業
会
役
員
と
し
て
三

十
年
余
り
、
業
会
の
活
性
化
や
円

滑
な
運
営
に
尽
力
、
建
設
業
の
発

展
に
寄
与
。

社会事業功労

田中幸子さん

（51歳・篠座）

幾山利夫さん

　

（72歳・橋爪）

　

二人は、民生委員・児童委

員として14年余り、社会の善

導および福祉活動に尽力、市

民福祉の向上と民生の安定に

寄与。

リ，成10年度市長表彰

教
育
文
化
功
労松浦仁政さん

　

（70歳・上野）

　

大
野
市
相
撲
連
盟
役
員
と
し
て

二
十
六
年
余
り
、
現
在
は
会
長
に

就
任
し
、
組
織
の
強
化
と
技
術
の

向
上
に
尽
力
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
寄
与
。

交
通
功
労

加藤之英さん

（41歳・牛ヶ原）

石川正信さん

　

（41歳・稲郷）

　

二
人
は
、
交
通
指
導
員
と
し
て

十
五
年
余
り
、
交
通
事
故
の
防
止

と
交
通
安
全
思
想
の
普
及
お
よ
び

啓
蒙
に
尽
力
、
市
民
生
活
の
安
定

に
寄
与
。

消
防
功
労

土本英二さん

　

（64歳・中野）

　

消防団員として34年

余り、現在は団長に就

任し、部下の指導と地

域防災活動に貢献、消

防の発展に寄与。

山本満夫さん
（64歳・中野）

田中武夫さん
（58歳・飯降）

臼井幸男さん
（57歳・中保）

久保藤士總さん

　

r5qa・トtT肪）

　

四
人
は
、
消
防
団
員
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
、
地
域
防
災
活
動
と

消
防
使
命
の
達
成
に
尽
力
、
市
民

生
活
の
安
定
保
全
に
寄
与
。

徳行卓越

出村清さん

　

（80歳・中据）

　

道路などの空き缶、ゴ

ミ拾いを自発的かつ献身

的に10年近く続け、環境

美化活動の模範、社会奉

仕活動に貢献。



年末年始の市の業務
市
民
課
窓
口
は
2
9
日
か
I
？
一
月
3
日
ま
で
休
み

窓
口
が
込
み
合
い
ま
す

　

住
民
票
や
各
種
証
明
書
の

発
行
な
ど
の
窓
日
業
務
は
、

l
t
八
日
ま
で
行
い
ま
す
。

年
末
は
特
に
混
雑
し
ま
す
の

で
、
用
件
は
お
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
と
税
証
明
は
電
話

で
の
予
約
が
で
き
ま
す
。
市

民
窓
日
係
（
容
6
6
・
1
1
1

1
内
線
4
5
3
）
ま
で
お
問
い
〈
［

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

出
生
届
や
死
亡
届
な
ど
は
、
休

み
の
間
で
も
巾
役
所
肖
直
室
（
庁

舎
束
側
人
り
日
横
）
で
、
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

ご
み
収
集
は
三
十
日
ま
で

　

燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み

の
収
集
は
、
一
一
ト
九
日
の
火
曜
収

集
地
区
ま
で
行
い
ま
す
。
缶
類
・

占
紙
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集

は
、
三
ト
目
の
収
集
地
区
ま
で
行

い
ま
す
。
各
地
区
の
最
終
収
集
口

が
い
つ
に
な
る
か
確
認
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
持
ち

込
み
は
、
三
ｔ
日
午
後
四
時
ご
。
卜

分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

空
き
び
ん
回
収
は
、
。
月
・
二

月
は
積
雪
の
た
め
休
業
で
す
。
三

月
ま
で
各
家
庭
で
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

く
み
取
り
は
早
め
に

　

く
み
取
り
業
者
は
、
こ
ｔ
九
日

か
ら
。
月
。
二
目
ま
で
休
業
と
な
り

ま
す
。
年
末
は
、
大
変
込
み
八
口
い

ま
す
の
で
、
業
者
へ
の
依
頼
は
早

め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

休
み
の
間
の
急
患
は

　

十
一
一
月
こ
ト
六
日
は
午
後
一
時

か
ら
午
後
九
時
、
＋
1
月
一
一
十
L

日
と
。
月
一
・
。
。
・
三
日
は
午
前

九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、
急
患

の
診
療
を
行
い
ま
す
。
来
所
の
際

は
、
保
険
証
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

図
書
の
貸
し
出
し

　

図
占
館
は
、
こ
ト
八
日
か
ら
。

川
四
日
ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

L
1
月
十
五
日
か
ら
平
成
上
一
年

三
月
末
日
ま
で
は
、
図
書
の
特
別

貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。
休
館
日

を
除
く
こ
の
期
間
中
、
貸
し
出
し

期
間
が
・
一
週
間
か
ら
三
週
間
に
延

艮
さ
れ
ま
す
。

エキサイティング

スポーツ

情報

j涙声＝血道

蜀喘厠眼識l瞑勁

　

小
春
日
よ
り
の
、
ト
ー
月
十
五

日
、
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
陸
上
競

技
場
付
設
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
第

三
ト
五
回
奥
越
駅
伝
競
走
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

巾
内
外
か
ら
六
十
六
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
六
つ
の
部
門
で
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。
一
部
で
大
野
市
陸

上
競
技
協
会
が
三
年
ぶ
・
り
に
優
勝

し
、
ほ
か
二
部
門
で
も
当
市
関
係

の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
当

市
関
係
で
、
三
位
入
賞
チ
ー
ム
は

次
の
と
お
り
で
す
。

1
部
①
大
野
市
陸
上
競
技
協
会

2
部
3
大
野
高
校
陸
上
部

3
部
①
大
野
高
校
陸
上
部

4
部
2
大
野
消
防
A

5
部
2
と
ま
っ
す
る
3
尚
徳
中
A

6
部
①
開
成
中
学
校
陸
上
競
技
部

　

②
尚
徳
中
女
子
バ
レ
ー
A
3
N
a

　

u
g
h
t
y
B
o
y
s

・
少
年
少
女
ス
キ
ー
教
室

日
時
平
成
H
年
1
月
9
日
①
・

　

1
0
日
2
両
日
と
も
午
前
9
時
受

　

付
、
午
後
3
時
3
0
分
終
了

場
所
森
山
ス
キ
ー
場

対
象
3
年
生
以
L
の
小
学
生

内
容
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ク
ラ
ス

　

別
指
導
（
歩
行
か
ら
ボ
ー
ゲ
ン
、

　

ポ
ー
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
ま
で
）

持
ち
物
ス
キ
ー
用
具
一
式
（
貸

　

し
ス
キ
ー
有
り
）
、
帽
子
、
手

　

袋
、
ゴ
ー
グ
ル
、
着
替
え
、
昼

　

食
、
リ
フ
ト
代
な
ど

定
員
先
着
6
0
人

参
加
費
保
険
料
4
0
0
円

申
し
込
み
方
法
1
2
月
H
日
早
ま

　

で
に
、
所
定
の
申
込
書
に
参
加

　

費
を
添
え
て

申
し
込
み
…
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
a

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
L
C
C
O
c
m
）

L
O 4

＜
1
j

り
／
ー
1 1

3
0
Q
）

Q
）
2

8
2 7
2

6
2
日

火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 曜

平
常
平
常

－
－
－
　
㈱

－I
－

－
！

平
常
鉢 休

市
民
課

窓
口

平
常

－
－
I
　
休
―
－

l
－

午
前
8
時
3
0
分

午
後
4
ｆ

3
0
分

平
常
平
常 ㈱ 肺

ご
み
の

持
ち
込
み

平
常
平
常

－
－
－
　
㈱

jl
l

－
－

平
常 ㈱

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
㈱

一
午
後
9
時

し
尿
く
み
取
り

㈱ 休

午
前
9
時
～
　

午
後
9
時

休 ㈱ ㈱ ㈱

午
前
9
時
～
　

午
後
9
時

休
日
急
患

診
療
所

平
常

－
－
－
－
－
　
㈱

－1
1

－
－
－
－

平
常
平
常
図
書
館
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子育て

豊
か
な
成
長
の
た
め
に

　

子
ど
も
た
ち
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
や
問
題
を
起
こ
し

た
記
事
が
目
に
つ
き
ま
す
。
特
に
最
近
は
、
中
・
高
校
生

に
よ
る
非
行
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で

問
題
行
動
の
な
か
っ
だ
「
普
通
の
子
」
が
、
い
き
な
り
キ

レ
る
。
そ
ん
な
時
代
に
親
と
し
て
対
応
す
る
力
を
磨
き
ま

し
よ
ヽ
つ
。

　

子
育
て
に
お
け
る
親
の
在
り
方

を
、
子
ど
も
の
成
長
段
階
ご
と
に

考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

乳
幼
児
期

・
子
ど
も
を
し
つ
か
り
と
抱
き
し

　

め
（
抱
き
癖
は
大
い
に
結
構
）
、

　

優
し
く
声
を
掛
け
る

・
育
児
は
自
分
の
時
間
が
取
ら
れ

　

ゆ
と
り
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ

　

ん
な
と
き
、
夫
は
妻
の
心
の
支

　

え
で
す
。
お
む
つ
交
換
や
入
浴

　

な
ど
、
夫
に
も
で
き
る
こ
と
は

　

大
い
に
協
力
。
参
加
す
る

・
子
ど
も
の
自
主
性
は
好
奇
心
を

　

満
た
す
事
、
つ
ま
り
い
た
ず
ら

　

を
す
る
事
で
伸
び
ま
す
。
し
か

　

し
、
他
人
に
危
害
を
お
よ
ぼ
し

　

た
り
命
に
か
か
わ
っ
た
り
す
る

　

と
き
は
、
悪
い
こ
と
と
し
て
き

　

っ
ぱ
り
と
し
つ
け
る
事
が
大
切

　

子
育
て
は
失
敗
の
連
続
で
す
。

間
違
っ
た
と
き
に
は
、
考
え
直
す

知
恵
が
必
要
で
す
。

　

市
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
義
景
保
育
園
内
）
や
各
公
民
館

の
家
庭
教
育
学
級
、
愛
育
会
の
会

合
な
ど
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
仲

間
を
見
つ
け
ま
し
よ
う
。

　

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
育
児

相
談
（
第
一
・
二
水
曜
日
の
午
前

に
開
催
）
も
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

学
童
●
思
春
期

　

非
行
少
年
が
育
ち
や
す
い
家
庭

の
共
通
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
親
が
子
ど
も
の
こ
と
に
干
渉
せ

　

ず
に
放
任
し
て
い
る

・
夫
婦
の
意
見
が
合
わ
な
い

・
子
ど
も
の
顔
さ
え
み
れ
ば
ガ
ミ

　

ガ
ミ
し
か
り
つ
け
る

・
子
ど
も
が
い
る
こ
と
で
親
の
方

　

が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
家
の
中
が

　

暗
い

。
子
ど
も
が
、
言
う
こ
と
を
聞
か

　

な
か
っ
た
り
反
抗
す
る
と
、
オ

　

ロ
オ
ロ
す
る

・
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
も
子

　

ど
も
に
お
世
辞
を
い
う

・
子
ど
も
に
お
金
や
物
を
与
え
て
、

　

問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る

　

難
関
に
出
合
っ
た

と
き
は
少
し
角
度
を

変
え
て
み
て
、
い
い

恵
み
の
機
会
だ
と
発

想
を
転
換
し
、
苦
し

い
と
き
ほ
ど
に
こ
や

か
に
対
応
す
る
よ
う

努
め
ま
し
よ
う
。

性
に
関
す
る
相
談

東
京
都
に
住
む
高

校
生
を
対
象
に
行
っ
た
「
性
に
関

す
る
調
査
」
の
結
果
を
、
表
に
示

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
「
愛
が
あ
れ
ば

セ
ッ
ク
ス
も
よ
い
」
と
考
え
て
い

る
高
校
生
は
、
男
女
と
も
半
数
近

く
い
ま
す
。
し
か
し
、
性
と
出
産

を
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
が
望
ま
れ
て
生

ま
れ
育
つ
環
境
や
経
済
力
を
考
え

る
と
、
高
校
生
に
と
っ
て
は
「
愛

情
が
あ
る
か
ら
ダ
メ
ー
」
と
い
う

選
択
が
本
当
の
愛
で
あ
る
こ
と
を

教
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

性
に
関
す
る
悩
み
は
他
人
に
は

相
談
し
に
く
い
も
の
で
す
。
相
談

先
と
し
て
親
や
医
師
、
学
校
の
先

生
、
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
な
ど
の
窓

口
、
図
書
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
話

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

セックスをどう考えているか

　　　　　　　　　　　　　

（％）

セックスへの見解 男子 女子

結婚までは不可

婚約までは不可

愛情が深まれぼ可

機会があれぼ可

他人に迷惑を　

掛けなけれぼ可

避妊していれぼ可

考えたことがない

　フ．1　

2．3

45．2

12．3

10．4

11．1

11．6

15．0　

4．8

42．6　

1．5　

4．4

10．9

20まフ

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
芥
お
守
ス

大掃除のコツ

1年の汚れを落として

　　　　　　

さっぱりと

　

い
よ
い
よ
大
掃
除
の
季
節
で
す
。
一
年
の
汚
れ
は
そ
の

年
の
う
ち
に
落
と
し
て
、
さ
っ
ぱ
り
と
新
年
を
迎
え
た
い

も
の
。
し
か
し
、
そ
う
思
つ
て
い
て
も
、
お
せ
ち
料
理
の

準
備
や
お
正
月
用
品
の
買
い
物
な
ど
で
掃
除
だ
け
に
時
間

を
か
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
月
は
、
効
率
の
良
い

掃
除
の
コ
ツ
を
お
話
し
し
ま
し
よ
う
。

ま
ず
段
取
り

　

掃
除
に
取
り
掛
か
る
前
に
、
段

取
り
を
し
ま
し
よ
う
。
掃
除
の
邪

魔
に
な
る
物
は
全
て
片
付
け
、
作

業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
、

あ
ら
か
じ
め
準
備
を
し
て
お
き
ま

す
。

　

ま
た
、
せ
っ
か
く
掃
除
し
た
と

こ
ろ
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
、
上
か

ら
下
、
奥
か
ら
手
前
の
順
で
掃
除

を
し
ま
し
よ
う
。
汚
れ
が
周
り
に

飛
び
散
り
そ
う
な
と
き
は
、
新
聞

紙
や
ご
み
袋
な
ど
を
敷
い
て
ガ
ー

ド
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

場
所
別

　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

台
所
ガ
ン
コ
な
油
汚
れ
は
つ
け

　

置
き
し
て
か
ら

　

大
部
分
の
汚
れ
は
、
油
が
原
因

で
す
。
特
に
換
気
扇
は
一
年
近
く

放
置
し
て
お
く
と
、
「
固
ま
っ
た

ほ
こ
り
に
油
が
付
き
、
さ
ら
に
油

が
固
ま
っ
て
。
：
」
と
、
何
層
も
の

汚
れ
で
ゴ
ム
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
タ
ー
や
羽
根
部
分
は
取
り

外
し
、
セ
氏
五
十
度
ぐ
ら
い
の
湯

に
油
汚
れ
用
洗
剤
を
入
れ
た
も
の

に
つ
け
て
、
汚
れ
を
ふ
や
か
し
て

か
ら
塗
装
が
は
げ
な
い
よ
う
、
こ

す
り
落
と
し
ま
し
よ
う
。

　

ま
た
、
枠
な
ど
取
り
外
せ
な
い

部
分
は
、
洗
剤
を
布
に
し
み
こ
ま

せ
て
塗
布
し
、
し
ば
ら
く
置
い
て

か
ら
ふ
き
取
り
ま
し
よ
う
。

浴
室
浴
槽
の
素
材
を
傷
つ
け
な

　

い
よ
う
注
意

　

水
あ
か
や
せ
っ
け
ん
の
あ
か
、

人
間
の
あ
か
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た

汚
れ
は
、
浴
室
用
洗
剤
や
ク
レ
ン

ザ
ー
を
柔
ら
か
い
ス
ポ
ン
ジ
で
円

を
描
く
よ
う
に
こ
す
り
、
ス
テ
ン

レ
ス
製
の
も
の
は
傷
を
付
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
頑
固
な
黄
ば
み
は
洗
剤

　

を
含
ん
だ
も
の
を
張
り
付
け

　

便
器
の
汚
れ
は
、
汚
物
や
水
あ

か
、
水
分
中
の
鉄
分
、
ほ
こ
り
な

ど
が
混
じ
っ
た
も
の
で
す
。

　

簡
単
な
汚
れ
は
ぬ
る
ま
湯
で
洗

い
流
し
ま
す
。
頑
固
な
汚
れ
は
、

水
を
抜
い
て
か
ら
ト
イ
レ
用
洗
剤

を
つ
け
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

を
上
分
間
程
度
張
り
付
け
、
汚
れ

が
溶
け
て
き
た
ら
ブ
ラ
シ
で
こ
す

り
ま
す
。

業
者
に
頼
む
と
き

　

最
近
は
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
業
者
に
掃
除
を
依
頼
す
る
家
庭

も
あ
る
よ
う
で
す
。
業
者
に
頼
む

と
き
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
料

金
に
目
安
は
な
い
の
で
、
汚
れ
が

落
ち
る
の
か
、
そ
れ
に
か
か
る
労

力
は
ど
の
く
ら
い
か
を
判
断
す
る

た
め
に
見
積
も
り
を
取
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
業
者
に
頼
ん
だ
場

合
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
必
ず
ど
の
程
度
ま
で
汚
れ
が

落
ち
る
か
仕
上
が
り
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
よ
う
。

消費生活に関するご楸は消費者隨センターへ容66・1111内線464（Iふ；）



市民の

ペー但

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
士

今月のスナップ

　

ポニーたちも冬支度
（円山公園小動物の引越し）

＜Iるーぶ登場 富田大正琴の会

す
っ
と
続
け
ら
れ
る
「
楽
し
み
」
で
す
よ

　

富
田
公
民
館
で
毎
月
第
二
と
第

四
の
木
曜
日
、
夜
七
時
を
過
ぎ
た

こ
ろ
か
ら
、
大
正
琴
独
特
の
弦
の

響
き
が
流
れ
ま
す
。

　

富
…
…
…
一
大
正
琴
の
会
の
活
動
は
、

昭
和
五
十
八
年
か
ら
続
い
て
い
ま

す
。
現
在
、
会
員
は
七
人
。
し
か

し
、
設
立
か
ら
十
五
年
と
長
い
活

動
を
続
け
て
い
る
の
で
、
こ
の
会

で
活
動
し
た
人
は
、
か
な
り
の
人

数
に
な
り
ま
す
。

　

最
初
は
う
ま
く
弾
け
な
い
と
こ

ろ
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
練

習
で
少
し
ず
つ
弾
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
目
に
見
え
る
成

果
が
大
正
琴
の
面
白
さ
。
「
う
ま

く
弾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、

う
れ
し
い
で
す
よ
。
家
で
も
練
習

し
ま
す
。
で
も
、
家
に
ば
か
り
い

て
も
し
ょ
う
が
な
い
で
す
ね
。
こ

こ
で
み
ん
な
と
話
を
し
て
、
練
習

し
て
い
る
と
本
当
に
楽
し
い
で
す

よ
。
楽
譜
を
見
て
、
両
方
の
指
を

動
か
し
て
大
正
琴
を
弾
く
の
で
、

痴
ほ
う
の
防
止
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
。
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る
楽
し

み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
ほ

ほ
笑
み
な
が
ら
顔
を
見
合
わ
せ
る

会
員
の
人
た
ち
。

　

練
習
の
成
果
は
、
富
田

地
区
で
行
わ
れ
る
敬
老
会

や
福
祉
大
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
年
一
回
、
市
内
で
活

動
し
て
い
る
ほ
か
の
大
正

琴
の
会
と
の
交
流
会
で
も

発
表
さ
れ
ま
す
。
特
に
こ

の
交
流
会
は
、
楽
し
み
の

一
つ
。
「
地
域
を
超
え
た

友
達
が
で
き
ま
す
。
大
正

琴
と
い
う
共
通
の
話
題
が

あ
る
の
で
、
会
話
も
自
然

と
弾
み
ま
す
よ
。
町
で
出

会
っ
た
と
き
に
、
お
互
い

声
を
掛
け
合
っ
た
り
。
毎

年
、
そ
ん
な
友
達
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
う
れ
し
い

で
す
ね
」
。
会
員
の
み
な

コ，りクトーク

たいt

『
酒
造
り
の
不
思
議
』

　

寒
い
風
が
吹
き
抜
け
る
よ
う
に

な
る
と
、
体
を
温
め
て
く
れ
る
も

の
が
欲
し
く
な
り
ま
す
。
こ
た
つ

や
な
べ
料
理
、
お
風
呂
、
そ
し
て

お
酒
。
あ
な
た
の
好
き
な
お
酒
は

何
で
す
か
？

　

最
近
、
ワ
イ
ン
や
地
ビ
ー
ル
、

発
泡
酒
な
ど
が
話
題
で
す
。
マ
ン

ガ
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で
も
、

お
酒
が
よ
く
登
場
し
ま
す
。
お
酒

に
関
す
る
専
門
用
語
も
、
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
世
界
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
お
酒
が
あ
り
ま
す
。

色
も
味
も
違
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の

お
酒
は
、
ど
こ
で
ど
ん
な
風
に
作

ら
れ
、
な
ぜ
違
い
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
。
新
し
い
お
酒
の
造
り
方

は
こ
れ
ま
で
と
ど
う
違
う
の
で
し

ょ
う
。

　

こ
ん
な
疑
問
に
『
酒
造
り
の
不

思
議
』
が
答
え
て
く
れ
ま
す
。
造

り
酒
屋
に
生
ま
れ
国
税
庁
醸
造
試

験
所
な
ど
を
経
て
、
日
本
酒
の
研

究
を
続
け
る
著
者
が
、
世
界
の
酒

文
化
や
日
本
酒
造
り
の
特
色
、
酵

母
や
細
菌
の
こ
と
な
ど
を
や
さ
し

く
解
説
し
て
い
ま
す
。
専
門
的
な

用
語
も
で
て
き
ま
す
が
、
図
表
や

カ
ッ
ト
で
読
み
や
す
く
な
っ
て
い

る
お
酒
の
入
門
書
と
い
え
ま
す
。

　

忘
年
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
、
新
年
会
と
お
酒
と
付
き
合

う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
酒
の

さ
か
な
に
お
酒
の
話
題
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
楽
し
い
お
酒
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
容

　

6
5
・
5
5
0
0
）

『酒造りの不思議』

秋山裕一著裳華房



刻鴎珍

「
少
年
の
主
張
」
コ
ン
タ
ー
几

県
大
会
で
二
人
が
入
賞

　

九
月
三
十
日
、
福
井
市
の
藤
島
中
学
校
で
開
催
さ

れ
た
「
少
年
の
主
張
」
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
で
、
開

成
中
学
校
の
南
部
さ
ん
と
、
陽
明
中
学
校
の
松
田
さ

ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
多
感

な
中
学
生
が
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
を
社
会
に
訴

え
る
こ
と
で
、
同
世
代
の
少
年
が
社
会
の
一
員
と
し

て
自
覚
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長
賞

浦λ部＝ご・，晃山子1本μ

rと開池胎学ぢ圀白：崖

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
南
部
さ
ん
は
、

「
い
ろ
ん
な
物
の
価
値
観
」
と
題

し
、
「
物
の
価
値
観
に
気
付
き
、

自
分
の
周
り
の
人
や
物
を
大
切
に

し
素
直
な
心
を
持
っ
た
人
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し

ま
し
た
。

　

開
成
中
学
校
で
は
毎
年
、
弁
論

大
会
を
開
催
し
代
表
を
決
め
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
作
文
で
の
選

抜
と
な
り
ま
し
た
。
「
先
生
か
ら

”
少
年
の
主
張
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
ど
ん
な
こ
と
を
書
こ
う

か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
に
、
家
で
お
母
さ
ん
が

ご
」
ん
な
こ
と
が
載
っ
て
い
る
よ

と
、
新
聞
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

”
に
っ
ぼ
ん
問
題
を
考
え
る
と
き

と
題
し
た
記
事
を
読
ん
で
、
こ
れ

だ
と
思
い
、
ま
と
め
た
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。
大
会
前
に
は
、
家

で
練
習
を
し
ま
し
た
が
、
奥
越
ブ

ロ
ッ
ク
の
大
会
で
は
、
学
校
の
友

達
が
聞
い
て
い
た
の
で
、
ビ
ッ
ク

リ
、
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
で
も

県
大
会
で
は
、
落
ち
着
い
て
周
り

を
み
る
こ
と
も
で
き
て
、
発
表
を

楽
し
め
ま
し
た
。
入
賞
し
た
と
き

は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

来
て
く
れ
た
家
族
と
一
緒
に
喜
び

ま
し
た
。
友
達
も
み
ん
な
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
」
と
、
さ
わ
や
か
な

南
部
さ
ん
。

　
　

「
今
回
の
入
賞
で
、
東
南
ア
ジ

ア
に
行
け
る
そ
う
で
す
。
詳
し
い

内
容
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
か
ら
と
っ
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
全
国
の
友
達
も
た
く
さ

ん
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
訪
問

先
と
な
る
東
南
ア
ジ
ア
の
人
た
ち

と
友
達
に
な
り
た
い
な
あ
と
、
思

っ
て
い
ま
す
」
。
南
部
さ
ん
は
、

ニ
ッ
コ
リ
と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ニ
ス
ト
福
井
会
長
賞

a，田．’蕎－jlぎ7

n畔乖；校3年7

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
松
田
さ
ん
は
、

「
自
分
の
こ
と
を
愛
せ
る
人
に
」

と
題
し
、
「
自
分
を
好
き
に
な
れ

る
よ
う
に
、
自
分
を
愛
す
る
と
い

う
こ
と
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
、

自
分
を
知
る
こ
と
を
続
け
た
い
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

　
　

「
学
校
の
授
業
で
、
”
少
年
の

主
張
’
に
つ
い
て
作
文
を
書
き
ま

し
た
が
、
本
当
に
言
い
た
い
こ
と

が
う
ま
く
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
家
に
帰
っ
て
か
ら
、
本
当

に
〃
主
張
’
し
た
い
こ
と
に
書
き

直
し
ま
し
た
。
と
て
も
気
に
な
っ

て
い
た
。
自
分
が
好
き
’
と
い
う

言
葉
か
ら
一
気
に
原
稿
用
紙
八
枚

の
作
文
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
を

ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。
県
大

会
の
前
に
奥
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
会

も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
大

勢
の
人
が
い
た
の
で
、
本
当
に
緊

張
し
ま
し
た
。
で
も
、
自
分
よ
り

前
の
人
の
発
表
を
聞
い
て
、
少
し

ず
つ
落
ち
着
き
ま
し
た
。
発
表
が

終
わ
っ
た
後
、
ま
さ
か
自
分
が
入

賞
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、

入
賞
を
聞
い
て
ビ
ッ
ク
リ
。
で
も
、

私
の
言
い
た
か
っ
た
こ
と
が
み
ん

な
に
伝
わ
っ
た
ん
だ
な
あ
と
、
心

か
ら
う
れ
し
く
な
り
、
家
に
帰
っ

て
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ

い
ち
ゃ
ん
に
も
す
ぐ
に
知
ら
せ
ま

し
た
」
と
、
笑
顔
の
松
田
さ
ん
。

　
　

「
今
、
英
会
話
と
海
外
留
学
に

つ
い
て
興
味
が
あ
り
ま
す
。
今
年

の
夏
休
み
に
ア
メ
リ
カ
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
話
し
た
い
の
に
う
ま
く

話
せ
な
か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
勉

強
し
た
い
か
ら
で
す
」
。
松
田
さ

ん
の
目
は
、
き
ら
き
ら
と
輝
い
て

い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

●
点
字
図
書
の
貸
し
出
し
は

　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
で

　

今
ま
で
点
字
図
書
は
、
市
図
書

館
と
市
福
祉
事
務
所
、
大
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
三
ヵ
所
が
窓
口

と
な
り
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

務
所
移
転
を
機
に
、
点
字
図
書
の

窓
口
が
同
協
議
会
に
統
一
さ
れ
ま

し
た
。
点
字
図
書
は
現
在
、
全
部

で
約
七
百
冊
あ
り
ま
す
。
点
字
図

書
の
貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
大
野
市
社
会
福

　

祉
協
議
会
（
豊
6
5
・
8
7
7
3
）

工業披計調杏、石油等消費構造統計調査

平成10年12月31日

協力をお願いします。

　

12月31日は工業統計調査、石油等消費構造統計
調査の日です。調査票が届いたら、同封された
「調査票記入のしかた」をご覧の上、漏れなく記
入してください。調査票は1月上旬に、調査員が
受け取りに伺います。協力をお願いします。

通商産業省・福井県・大野市
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お
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秋
会
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I
・

火
に
ぎ
わ
い

既習噺隋細雨β

　　　　　　　　　　　

一一人気があった農林産物邑既会

li番小京都吻啄妬
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775！iiyコンサート

粘循回也場

　

10月ド旬から日月中旬にかけて、市内でさまざま

なイベントが開催されました。「実りの秋」らしく

豊富に並んだ地場産品や日本各地の物産が、イベン

トを盛りLげていました。どのイベントも大勢の市

民や観光客らが訪れ、大変なにぎわいでした。

秘書広報課広報広聴係豊66・1111



話題回也場

両詞垂厠

ホテルで火災発生

本番さながら消防訓練

　

日月5日、市内のホテルで消防訓

練が行われました。訓練では、3階

と屋上に宿泊客が取り残されたとの

想定で、ホテル職員や消防署員らと、

はしご車やポンプ車なども参加。て

きぱきと救出訓練や消火訓練を行つ

ていました。

豊かな心育てよう

教育実践の成果を発表

　　

「豊かな心をはぐくむ教育推進実

践」協力校に指定されている有終西

小学校で10月29日、取り組みを総括

する研究発表会が開かれました。公

開授業では、農家のお年寄りや商店

街関係者を交えての学習などが行わ

れました。

　　　　　　　　　

ゝ・エ・：4・・．・・－・fしめ縄づぐりに挑戦

【喫尽Ξ受講y克訓蝉軍｜

「物づくり」への挑戦

大工を目指し職業訓練

　

大野地域職業訓練センターで、家

屋営繕の大工を目指した職業訓練が

行われています。口人が受講し、木

工の基本から、みんな真剣なまなざ

しで取り組んでいます。10月20日か

ら始まったこの訓練は、来年1月ま

で、3ヵ月続きます。

￥には犬物作品も

どれも感性豊か

大野荘寮生が作品展

　

10月20日から25日、五番名水庵

で、救護施設大野荘の寮生らが作

成した花器や小皿、湯飲みなどの

作品展が開催されました。感性豊

かな陶芸作品に、訪れた人たちは

目を引かれていました。

身近な話題をお知らせください。

互eヽI3r72ritマ；ス久をな彊和：栄團

匹輝騨亜組司匹靉体瞼

建築大工と福祉

中学生が体験教訓

　

開
成
中
学
校
で
H
月
5
日
、
「
建
築
大
工
体
験
教
室
」
が
、
尚
徳

中
学
校
で
は
H
月
7
日
、
「
福
祉
体
験
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

建
築
大
工
体
験
教
室
で
は
I
、
2
年
生
の
男
女
生
徒
3
0
人
が
、
福

祉
体
験
教
室
で
は
、
2
年
生
の
男
女
1
0
5
人
が
、
実
技
や
実
習

を
体
験
を
し
ま
し
た
。



お
知
ら
せ

12月

市
営
住
宅
中
挾
団
地
の
入
居
者
募
集

間
も
な
く
完
成
の
第
2
号
棟

　

昨
年
口
一
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
た
、
市
営
住
宅
中
挾
団
地

の
第
2
号
棟
（
1
8
戸
）
が
、
今
月

下
旬
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
1

階
の
住
宅
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
第
2
号
棟
へ
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
中
堅
所
得
者
の
た
め
の

住
宅
（
3
戸
）
も
用
意
さ
れ
る
予

定
で
、
こ
の
募
集
に
つ
い
て
は
次

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
の
詳
し
い

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

募
集
戸
数
1
5
戸

資
格
一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

規
格
2
D
K

間
取
り
な
ど
1
階
と
2
階
は
6

　

畳
が
2
間
、
3
階
は
7
畳
半
と

　

4
畳
半
が
1
間
ず
つ
、
共
に
和

　

室
と
洋
室
の
組
み
合
わ
せ
▼
火

　

災
対
策
と
し
て
全
戸
に
電
気
温

　

水
器
を
設
置
、
台
所
は
電
気
調

　

理
器
対
応
と
な
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
1
階
（
玄
関
が

　

ス
ロ
ー
プ
、
各
所
に
手
す
り
を

　

設
置
）

家
賃
月
額
1
万
9
4
0
0
円
～

　

3
万
2
2
0
0
円

敷
金
家
賃
の
3
ヵ
月
分
（
退
去

　

時
に
全
額
返
還
）

募
集
期
間
平
成
H
年
1
月
4
日

　

⑥
～
1
8
日
⑥

入
居
時
期
平
成
H
年
2
月
下
旬

入
居
者
の
決
定
入
居
者
選
考
委

　

員
会
で
審
査
し
決
定
す
る

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
管
理
建
築
係
（
公

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

3階間取り図

1・2階間取り図

●
償
却
資
産
の
申
告
は

　
　
　

2
月
1
日
ま
で
に

　

1
月
1
日
現
在
で
所
有
す
る
事

業
用
償
却
資
産
に
対
し
て
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
市
内

に
該
当
す
る
資
産
を
保
有
も
し
く

は
貸
し
付
け
て
い
る
法
人
や
個
人

は
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
資
産
は
、
法
人
税

法
ま
た
は
所
得
税
法
に
基
づ
く
所

得
の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要

経
費
に
算
入
さ
れ
る
機
械
・
器

具
・
装
置
・
備
品
・
車
両
・
運
搬

具
・
構
築
物
な
ど
で
す
。

　

期
限
の
2
月
1
日
⑥
ま
で
に
必

ず
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

税
務
課
資
産
税
係
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
2
6
）

薬草風呂無料開放

日時12月22日吉

　　　

午後3時～8時

場所市内の全公衆浴場

問い合わせ先

　

市役所市民課国保係

　

（豊66・1111内線

　

457）

立通
安全

J
び

若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

若
者
の
無
謀
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
た
び

に
、
「
ま
た
か
・
：
」
と
思
う
人

は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

の
「
ま
た
」
と
い
う
気
持
ち
に

は
、
「
若
い
の
に
、
こ
れ
か
ら

な
の
に
」
と
い
う
思
い
が
強
く

込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
若
者
に
よ
る
交
通

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
十
月
こ
十
五
日
と
十

一
月
一
日
に
若
者
の
無
謀
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
が
発
生
し
、

五
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
事
故
で
は
、
深
夜
か
ら

未
明
に
か
け
、
速
度
違
反
な
ど

の
法
違
反
を
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
。
特
に
少
年
ら
に
よ
る
法

を
無
視
し
た
運
転
は
、
第
三
者

を
交
通
死
亡
事
故
に
巻
き
込
む

恐
れ
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
・
ラ
イ
ダ
ー
・

自
転
車
乗
用
者
・
歩
行
者
の
い

ず
れ
の
立
場
で
あ
っ
て
も
、
事

故
の
当
事
者
に
な
ら
な
い
た
め

の
行
動
、
考
え
方
を
身
に
付
け

て
く
だ
さ
い
。

①
安
全
、
確
実
さ
を
第
一
と
考

　

え
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

②
「
大
丈
夫
、
自
分
に
限
っ
て
」

　

と
い
う
自
己
中
心
的
な
考
え

　

を
改
め
、
自
分
自
身
を
コ
ン

　

ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
よ
う
。

　

年
末
年
始
の
気
ぜ
わ
し
さ
か

ら
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

安
全
運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

悩みごとの相談は

人権擁護委員まで

　

12月4［］から1叶］までは「第50回人権迦間」

です。人権擁護委員は、家庭内や近隣とのもめ

ごと、いやがらせ、いじめなどの相談に応じて

います。相談は無料で、相談晋の秘密は囚く守

られます。

　

気軽に相談し

てください。

人権擁護委員

多田ITE則（伏石豊67・1491）

広瀬敏了・（元町a66・2322）

安川昭－（ド舌a66・4641）

松田まつ枝（要町a66・2471）

杉本敏憲（木本豊64・1537）敬称略

●
公
立
幼
稚
園
の

入
園
児
を
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
4

月
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

資
格
市
内
に
住
居
が
あ
り
、
住

　

民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
幼
児

　

で
、
原
則
と
し
て
小
学
校
入
学

　

1
年
前
で
あ
る
こ
と
（
定
員
に

　

余
裕
の
あ
る
と
き
は
年
齢
を
1

　

年
繰
り
下
げ
る
こ
と
が
あ
る
）

募
集
人
員
小
山
6
0
人
、
乾
側
5
0

　

人
、
上
庄
8
0
人
、
富
田
8
0
人
、

　

阪
谷
7
0
人

申
込
期
間
1
2
月
1
0
日
本
～
平
成

　

H
年
1
月
2
9
日
今

申
し
込
み
方
法
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
ま
た
は
公
立
幼
稚

　

園
に
あ
る
入
園
願
書
2
部
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
入
園
希

　

望
幼
稚
園
に
提
出

入
園
決
定
2
月
中
句
に
入
園
許

　

可
書
を
送
付
（
定
員
超
過
の
場

　

〈
口
は
入
園
で
き
な
い
こ
と
も
あ

　

る
）

問
い
合
わ
せ
先
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
5
2
1
）

●
一
日
人
間
ド
ッ
ク

　

市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
疾
病

の
9
期
発
見
と
予
防
の
た
め
に
、

一
日
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
期
間
平
成
‐
年
3
月
3
1
日

　

四
ま
で

申
し
込
み
方
法
国
民
健
康
保
険

　

証
を
持
参
し
、
申
し
込
み
先
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

役
所
市
民
課
国
保
係
（
酋
6
6
・

1
1
1
1
内
線
4
L
O
O
C
）

●
保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

　

締
め
切
り
は
1
2
月
2
5
日

　

来
年
4
月
か
ら
市
内
の
保
育
所

（
公
立
・
私
立
）
へ
入
所
を
希
望

す
る
乳
幼
児
の
申
し
込
み
を
、
次

の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

資
格
原
則
と
し
て
平
成
1
0
年
口
一

　

月
3
1
日
以
前
に
生
ま
れ
、
保
護

　

者
が
病
気
や
仕
事
な
ど
で
保
育

　

で
き
な
い
家
庭
の
乳
幼
児

申
込
期
間
1
2
月
1
日
囚
～
2
5
日

　

②
（
期
間
終
了
後
に
生
ま
れ
た

　

乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
随
時
受

　

け
付
け
を
し
ま
す
）

申
し
込
み
方
法
市
役
所
ま
た
は

　

最
寄
り
の
保
育
所
に
備
え
て
あ

　

る
人
所
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
関
係
書
類
を
添
え
て

　

提
出

入
所
決
定
面
接
と
調
査
を
行
い
、

　

3
月
中
に
可
否
を
通
知

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
6
）

ｅ
サ
サ
リ
犬
ソ
ご
ノ
‘
の
「
w
f
。
・
。
・
‘
い
」
ん

　

届
け
出
か
必
曹
で
す

　

厚
生
年
金
や
杜
ハ
済
組
合
に
加
人

し
て
い
る
人
の
扶
養
と
な
っ
て
い

る
配
偶
者
は
、
届
け
出
る
こ
と
で

　

「
第
3
号
被
保
険
者
」
と
な
り
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
な
く

て
も
よ
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
か
ら
「
第

3
号
被
保
険
者
」
の
保
険
料
分
か

支
払
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

た
だ
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
人
が
転
職
や

退
職
を
し
た
り
、
「
第
3
号
被
保

険
者
」
と
な
っ
て
い
る
人
が
就
職

を
し
た
と
き
な
ど
は
、
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
届
け
出
を
忘

れ
る
と
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
う
一
度
、
年
金
の
記
録
を
確

認
し
て
、
年
金
制
度
の
い
ろ
い
ろ

な
届
け
出
を
、
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
）

●
春
休
み
海
外
派
遣
事
業

　
　
　
　

参
加
者
を
募
集

　

贈
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

国
際
性
を
培
っ
て
も
ら
う
「
平
成

‐
年
度
春
休
み
小
学
生
・
中
学
生

・
高
校
生
の
た
め
の
海
外
派
遣
事

業
」
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

派
遣
先
ア
メ
リ
カ
ー
カ
ナ
ダ
・

　

イ
ギ
リ
ス
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
南
ア

　

フ
リ
カ

派
遣
期
間
平
成
‐
年
3
月
2
1
日

　

㈲
～
4
月
3
日
出
（
1
4
日
間
）

　

南
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
平

　

成
‐
年
3
月
刀
日
面
～
3
1
日
米
ｙ

　

（
1
0
日
間
）

対
象
小
学
5
年
生
～
高
校
3
年

　

生
（
派
遣
先
で
違
い
ま
す
）

参
加
費
3
2
万
円
～
3
8
万
5
千
円

事
業
説
明
会
1
2
月
6
日
他
愛
知

　

県
青
年
会
館
▼
1
2
月
1
3
日
⑨
新

　

潟
県
民
会
館
（
両
会
場
と
も
午

　

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
）

申
込
締
切
日
平
成
H
年
1
月
2
7

　

日
車
（
申
込
書
必
着
）

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先
〒

　

1
6
0
1
0
0
0
4
束
京
都
新

　

宿
区
四
谷
2
－
H
大
村
ビ
ル
3

　

階
膳
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　

（
豊
0
3
・
3
3
5
9
・
8
4
2

　

1
）

●
1
2
月
は
不
法
投
棄
等

　
　
　

防
止
啓
発
月
間

　

最
近
、
粗
大
ご
み
や
建
設
廃
材

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
廃
棄
物
の
、
河

川
や
山
林
な
ど
人
目
の
付
き
に
く

い
場
所
へ
の
不
法
投
棄
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
無
く
す
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
監
視
役
と

な
り
、
大
野
の
美
し
い
自
然
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
監
視
す

る
た
め
、
県
・
市
・
警
察
が
監
視

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、
奥

越
保
健
所
大
野
保
健
部
（
豊
6
6
・

2
0
7
6
）
、
市
役
所
生
活
環
堵

課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）
、
大
野

警
察
署
（
豊
6
6
・
3
9
0
0
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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夫
が
歌
う
「
仕
草
踊
り
」
の
テ
ー
プ

山
本
さ
だ
子
さ
ん
（
菖
蒲
池
）

　

菖
蒲
池
の
山
本
さ
だ
子
さ
ん
（
六
十
六
歳
）

の
宝
は
、
二
上
年
前
に
亡
く
な
っ
た
ご
主
人

が
歌
っ
て
い
る
「
仕
草
踊
り
」
の
テ
ー
プ
で

す
。
「
仕
草
踊
り
」
は
、
菖
蒲
池
区
に
伝
わ

る
盆
踊
り
で
昭
和
四
十
六
年
二
月
、
無
形
民

俗
文
化
財
と
し
て
市
の
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

山
本
さ
ん
の
ご
主
人
は
、
「
仕
草
踊
り
は

菖
蒲
池
の
伝
統
文
化
。
地
域
の
宝
と
し
て
、

地
域
で
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
、
仕
草
踊
り
保
存
会
に
参
加
。
文
化
祭
や

地
域
行
事
で
の
発
表
、
歌
の
録
音
な
ど
、
菖

蒲
池
区
民
の
み
ん
な
が
「
仕
草
踊
り
」
を
歌

い
踊
れ
る
よ
う
に
と
、
熱
心
に
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
ご
主
人
が
急
に
亡
く
な
っ
た
の
が
二

十
年
前
。
当
時
残
っ
て
い
た
ご
主
人
の
テ
ー

プ
は
、
発
表
会
や
地
域
行
事
な
ど
に
利
用
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
行
方
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
山
本
さ
ん
は
、
「
夫

が
亡
く
な
っ
た
こ
ろ
は
、
テ
ー
プ
の
歌
声
を

聞
く
と
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も
、
心
も

落
ち
着
い
て
く
る
と
声
が
聞
き
た
く
な
り
ま

し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
テ
ー
プ
が
無
く
な

っ
て
し
ま
い
困
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と

き
、
近
所
の
人
が
家
に
残
っ
て
い
た
と
、
夫

が
歌
っ
て
い
る
仕
草
踊
り
の
テ
ー
プ
を
ダ
ビ

ン
グ
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
こ
の
テ
ー
プ
で
す
」
と
、
か
ば
ん
か

ら
大
切
そ
う
に
テ
ー
プ
を
取
り
出
だ
し
ま
し

た
。

　
　

「
家
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
、
こ
の
テ

ー
プ
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
懐
か
し
い
夫
の

歌
声
を
聞
い
て
い
る
と
、
心
が
和
み
ま
す
よ
。

今
で
は
、
こ
の
テ
ー
プ
が
心
の
支
え
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
。
仕
草
踊
り
の
た
め
に
も
、
ず

っ
と
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ

ば
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
も
こ
の
テ
ー
プ
を

引
き
継
ぎ
、
大
切
に
残
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
山
本
さ
ん
は
、
楽
し
そ
う
な
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

11月1日現在 前月比

世帯数 に649世帯 6世帯

人日 40，985人 △8人

内訳
男 19，644人 2人

女 21，341人 △10人

8月中の異動
転人 53人 出生 24人

転出 59人 死亡 26人

市内の交通事故状況（nヵ、6ゆ）

件数内訳
平成10年

10月末

平成9年

10月末
比較

総件数 410件 453件 △43件

人

身
事
故

件数 146件 124件 22件

死者 1人 2人 △1人

傷者 199人 172人 27人

物損事故 264件 329件 △65件

表
紙
の
こ
と
ば

　

大
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー

ト
休
養
施
設
「
う
ら
ら
館
」
が

十
一
月
二
十
日
、
六
呂
師
高
原

に
落
成
・
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

天
然
の
ト
ロ
ン
鉱
石
を
利
用
し

た
温
泉
と
新
鮮
な
乳
製
品
の
販

売
が
魅
力
。
う
ら
ら
の
と
こ
ろ

に
も
温
泉
施
設
が
登
場
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

　

年
賀
状
の
あ
て
名
を
ワ
ー
プ

ロ
で
印
刷
し
よ
う
と
思
つ
た
ら
、

郵
便
番
号
が
合
わ
な
い
。
今
年

二
月
か
ら
、
七
桁
に
変
わ
っ
だ

た
め
だ
っ
だ
。
そ
う
い
え
ば
、

携
帯
電
話
や
P
H
S
な
ど
の
番

号
も
、
来
年
一
月
一
日
か
ら
。

一
桁
増
え
る
と
の
こ
と
。
で
も
、

早
め
に
準
備
し
て
お
け
ば
、
慌

て
ず
に
す
み
ま
す
よ
ね
。
（
横
）

／IV，9．1！5・

　
　

「
第
九
」
「
紅
白
」

と
い
う
と
年
の
瀬
の
代

名
詞
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
も
、
第
九
の
月
が

や
っ
て
来
た
。
二
十
三

日
、
大
野
第
九
演
奏
会

が
、
プ
ロ
の
指
揮
者
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ソ
リ

ス
ト
と
と
も
に
開
催
さ
れ
る
。
全
国
で
今
月
中

に
開
催
さ
れ
る
演
奏
会
は
「
一
万
人
の
第
九
」

か
ら
、
小
は
「
百
人
の
第
九
」
ま
で
二
百
有
余

を
数
え
る
そ
う
だ
▼
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲

第
九
番
二
短
調
作
品
百
二
上
五
、
い
わ
ゆ
る
第

九
を
歳
末
に
こ
れ
ほ
ど
好
ん
で
演
奏
し
、
聴
く

の
は
日
本
人
だ
け
ら
し
い
▼
「
第
一
次
大
戦
中

の
大
正
七
年
に
、
鳴
戸
市
の
ド
イ
ツ
俘
虜
収
容

所
で
歌
っ
だ
の
が
初
演
だ
っ
た
」
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
が
…
…
平
成
六
年
に
奥
越
地
方
に
第

九
が
産
声
を
上
げ
、
今
年
は
二
年
ぶ
り
の
三
回

目
、
大
野
に
第
九
の
完
全
定
着
を
目
指
し
て
開

催
さ
れ
る
？
大
野
第
九
演
奏
会
実
行
委
員
長
の

荒
木
亜
男
さ
ん
は
「
カ
ラ
オ
ケ
が
個
の
陶
酔
な

の
に
対
し
て
、
合
唱
に
は
集
団
が
か
も
し
出
す

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
や
迫
力
が
あ
る
。
合
唱
し

て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
が
主
人
公
で
あ
り

人
間
は
か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ
と
い
う
実
咸

が
わ
い
て
く
る
か
ら
不
思
議
で
す
ね
」
と
？
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
第
四
楽
章
。
言
葉
と
音
楽
が

混
然
一
体
と
な
っ
て
、
忘
我
の
境
地
を
さ
ま
よ

う
。
怒
濤
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
、

息
を
の
む
聴
衆
の
反
応
、
ま
さ
に
歓
喜
の
歌
▼

一
方
、
紅
白
も
国
民
的
行
事
と
な
り
、
紅
白
を

見
な
い
と
年
の
瀬
を
実
感
で
き
な
い
と
い
う
人

も
多
い
。
い
ま
私
た
ち
が
聴
き
、
歌
う
の
は
酸

を
感
じ
何
を
祈
る
第
九
な
の
だ
ろ
う
。
来
年
へ

の
飛
翔
か
。
（
Y
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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